
 

決 議 

 

このたびの東日本大震災は、未曾有の出来事で

あり、被災地の一日も早い復興を願うものである。 

このような時こそ、明日の安心を約束する持続

可能な社会保障体制を守ることが必要である。 

今、患者にさらなる負担を求める受診時定額 

負担の導入や、わが国の優れた公的医療保険制度

を崩壊へと導く医療への株式会社の参入を進め

る動きがある。 

われわれは、こうした政策に強く反対するとと

もに、だれもが等しく医療を受けられる国民皆 

保険制度を、これからも断固守り続けていく。 

以上、決議する。 
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